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表紙
の
紹介

高
齢
化
の
進
む

農
村
地
域
に

大
き
く
あ
た
た
か
な
光
！

高
齢
化
の
進
む

農
村
地
域
に

大
き
く
あ
た
た
か
な
光
！

櫛
引
地
域
　
西
荒
屋
　
重
松
果
歩
さ
ん 

　

大
学
で
経
営
や
経
済
に
つ

い
て
学
び
、
両
親
が
営
ん
で

い
る
「
農
業
」
に
も
興
味
を

持
ち
、
親
元
就
農
し
た
果
歩

さ
ん
。
実
家
の
「
重
ち
ゃ
ん

農
園
」
で
は
柿
や
ぶ
ど
う
を

中
心
と
し
た
多
品
目
の
果
物

を
育
て
、
自
宅
敷
地
内
の
直

売
所
や
産
直
ん
め
農
マ
ル

シ
ェ
、
産
直
あ
ぐ
り
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
自
分
が
育
て

た
果
物
を
販
売
し
て
い
く
中

で
、
若
い
世
代
が
「
重
ち
ゃ

ん
農
園
」
の
名
前
を
見
て
リ

ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
実
感
し
、
日
々
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
農
作
業
の
か
た
わ

ら
、
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾

や
農
林
大
学
校
、
農
業
技
術

普
及
課
の
講
座
に
積
極
的
に

参
加
し
、
知
識
や
技
術
を
高

め
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
稼
働
率

の
上
昇
と
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
活

用
し
た
販
路
拡
大
、
地
域
内

外
の
方
へ
向
け
た
農
作
業
体

験
や
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
導
入
、

農
福
連
携
の
取
組
み
な
ど
、

具
体
的
な
事
業
計
画
を
考
え

な
が
ら
法
人
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

担
い
手
不
足
や
高
齢
化
が

進
む
地
域
の
中
で
、「
櫛
引

の
果
物
と
景
観
を
守
っ
て
い

き
た
い
」
と
明
る
い
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

︵
野
村
恵
農
業
委
員
︶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
農
業
委
員
会
は
平
成
17

年
の
市
制
施
行
以
来
７
期
目
と

な
り
、
農
業
委
員
20
名
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
31
名
で

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
７

月
か
ら
は
全
委
員
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
配
付
し
、
現
場
で
の

農
地
の
確
認
や
農
地
の
権
利
移

動
の
許
認
可
作
業
に
お
い
て
も

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と
委
員
相
互

の
情
報
の
共
有
化
が
図
ら
れ
、

農
業
委
員
会
業
務
の
効
率
化
に

大
い
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
干
支
は
乙
巳
で
す
が
、

乙
巳
の
年
は
「
再
生
や
変
化
を

繰
り
返
し
な
が
ら
柔
軟
に
発
展

し
て
い
く
」
年
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

昨
年
は
一
昨
年
の
記
録
的
な

猛
暑
に
よ
る
農
作
物
の
不
作
や

品
質
低
下
の
影
響
で
、
夏
以
降

は
極
端
な
米
不
足
と
な
り
、
本

年
産
の
米
に
お
い
て
も
集
荷
競

争
が
過
熱
し
高
値
相
場
が
長
期

化
す
る
と
の
報
道
が
あ
り
ま
す
。

20
年
ぶ
り
の
高
値
と
い
う
こ
と

で
、
生
産
費
を
賄
え
る
水
準
で

は
あ
り
ま
す
が
、
農
家
の
皆
様

は
手
放
し
で
は
喜
ん
で
は
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
の
米

価
高
騰
で
消
費
者
の
米
離
れ
が

進
ま
な
い
か
、
度
重
な
る
気
象

災
害
や
高
止
ま
り
す
る
農
業
物

価
の
影
響
に
よ
り
、
再
生
産
で

き
る
所
得
が
維
持
で
き
る
か
、

な
ど
不
安
は
拭
い
去
れ
ま
せ
ん
。

　

本
来
日
本
人
の
主
食
で
あ
る

米
が
足
り
な
い
な
ど
と
い
う
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
米
の
生
産
量

の
決
定
が
国
か
ら
離
れ
、
県
や

Ｊ
Ａ
等
に
移
っ
て
久
し
く
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
米
政
策

も
国
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
責
任

あ
る
対
応
が
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
年
も
ま
た
異
常
気
象
が
心

配
さ
れ
ま
す
が
、
農
作
物
の
順

調
な
生
育
と
農
作
業
の
安
全
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。
柔
軟
な
思

考
と
準
備
、
対
応
で
更
な
る
成

果
を
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
利

用
の
最
適
化
や
後
継
者
育
成
な

ど
が
主
な
業
務
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
地
域
農
業
の
将
来
像
で

あ
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定
期

限
が
本
年
３
月
末
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
農

業
・
農
村
を
創
る
た
め
、
農
業

委
員
会
も
農
業
者
の
皆
様
の
ご

意
見
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
、

本
市
の
農
業
振
興
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

鶴
岡
市
農
業
委
員
会

　
　

会
長　

石
塚 

治
己
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10
月
25
日
出
羽
庄
内
国
際
村
に
お
い
て
第
４
回

農
業
委
員
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
つ
の
要

望
に
つ
い
て
議
題
が
上
程
さ
れ
、
全
て
賛
成
多
数

に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
行
わ
れ
た
全
員
協
議
会
で
は
、
（
一

社
）
山
形
県
農
業
会
議
の
五
十
嵐
事
務
局
長
を
お

迎
え
し
、
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
策

定
等
農
業
委
員
会
組
織
を
巡
る
情
勢
」
と
題
し
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　

　

平
成
11
年
に
創
設
さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
」
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
加
え
、
現
在

各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域
計
画
の
意
義
等
に

つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

︵
田
澤
幸
弘
農
業
委
員
︶

　

本
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
の
声
を
行
政

の
施
策
に
反
映
し
て
も
ら
う
た
め
、
国
や
県
、
市

等
の
関
係
機
関
へ
現
場
の
声
を
伝
え
る
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
の
減
少
や
、

遊
休
農
地
の
発
生
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
拡

大
な
ど
、
地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
第
４
回
定
例
総
会

で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
に
農
業
委
員
会
の
四
役
が
皆
川
治
市

長
を
訪
問
し
、
４
件
の
要
望
書
を
市
長
に
提
出
し

ま
し
た
。
地
域
農
業
の
現
状
と
課
題
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
要
望
の
説
明
を
行
い
、
鶴
岡
市
の
農
政
等

に
関
し
て
、
幅
広
く
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

第４回　鶴岡市農業委員会
総会・全員協議会を開催しました
第４回　鶴岡市農業委員会
総会・全員協議会を開催しました

皆川市長へ建議・要望書を提出しました

総
会
で
決
議
さ
れ
た
要
望

総
会
で
決
議
さ
れ
た
要
望

■ 

地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
を
確
保

　 
す
る
た
め
の
支
援
を
求
め
る
要
望
書

　 【
市
・
国
・
県
へ
】

■ 

国
等
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
を
求
め
る
要
望
書

　 【
市
へ
】

■ 

遊
休
農
地
発
生
防
止
の
た
め
の
簡
易
条
件
整
備
に

　

 

か
か
る
補
助
事
業
の
創
設
を
求
め
る
要
望
書

　 【
市
へ
】

■ 

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
業
被
害
を
防
ぐ
取
組
み
に

　

 

対
す
る
支
援
を
求
め
る
要
望
書

　 【
市
へ
】
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北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
研
修
会
に

参
加
し
ま
し
た

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
研
修
会
に

参
加
し
ま
し
た

講演を行っ
た松本典子

農業委員

講演を行っ
た松本典子

農業委員

講演を行っ
た松本典子

農業委員

『
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
は
「
と
き
め
き
」

と
「
ひ
ら
め
き
」
を
自
分
事
と
し
て
行

動
す
る
』
と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
市
の
松
本
典
子
氏
（
農
業
委
員
）

は
、
「
シ
カ
ク
い
世
界
を
ま
ん
ま
る

く
？
目
指
す
は
農
業
界
の
翻
訳
者
？
」

と
い
う
題
目
で
、
自
身
の
活
動
の
中
で

感
じ
た
、
農
家
の
生
み
出
す
価
値
に
つ

い
て
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
尾
花
沢
市
の
井
向
隆
文
氏

（
農
地
最
適
化
推
進
委
員
）、
河
北
町

の
生
稲
洋
平
氏
の
お
話
を
聞
い
た
の
ち
、

講
師
の
黒
田
氏
を
交
え
意
見
交
換
、
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
・
発
表
さ
れ
た
方
は
い
ず
れ
も

県
外
出
身
で
、
山
形
の
土
地
・
風
景
・

農
産
物
の
魅
力
に
触
れ
、
山
形
に
移
住

し
て
各
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
み

な
さ
ん
の
お
話
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
農

業
の
進
む
べ
き
道
を
示
し
て
い
る
よ
う

な
大
変
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

︵
工
藤
久
子
農
業
委
員
︶

　

令
和
６
年
度
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
研
修
会
が
９
月
３
日
に
山
形
テ
ル
サ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
地
域
農
業
の
未

来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
を
表
題
に
、

県
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
、
ご

講
演
及
び
事
例
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
、

県
内
外
か
ら
約
２
４
０
名
の
参
加
者
を
迎

え
ま
し
た
。

　

米
沢
市
の
里
山
ソ
ム
リ
エ　

黒
田
三
佳

氏
の
講
演
で
は
、
「
幸
せ
な
未
来
を
農
で

デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
」
と
題
し
、

　11月11日、やまぎん県民ホール（山形県
総合文化美術館）を会場に、令和６年度山
形県農業委員会大会が行われました。
　開会行事では、主催者挨拶に続き表彰が
行われ、当委員会会長の石塚治己氏が農業
会議会長表彰を受けました。石塚会長にお
かれましては、平成24年より農業委員に就
任し、令和５年11月からは会長を務めてお
られます。
　山形県知事を始めとする、８名の来賓祝
辞を頂戴した後、東京大学大学院農学生命
科学研究所教授の安藤光義氏より「農業委
員会系統組織が歩んだ70年と今後の展望」
と題した農業委員会の歴史についてご講演
をいただき、知見を深めることができまし
た。

　また、朝日町農業委員会からは「朝日町
農業委員会の取り組みについて」と題し、
遊休農地再生事業や地域計画の目標地図策
定に際し、ワークショップを開催している
ことについて活動事例発表があり、時折
ユーモアを交えた最後まで飽きない楽しい
報告でありました。   （原田政幸農業委員）

　

山形県農業委員会大会に委員32名が出席
石塚会長が農業会議会長表彰を受けました祝



ＳＥＡＤＳ研修生を対象に
農業機械（実践操作）
の講習を行いました！！

ＳＥＡＤＳ研修生を対象に
農業機械（実践操作）
の講習を行いました！！
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10
月
31
日
に
西
郷
地
区
の
水
田
圃
場
に
お
い
て
、

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
研
修
生
15
名
を
対
象
と
し
た
水
稲
及

び
大
豆
収
穫
後
の
秋
耕
作
業
に
お
け
る
ト
ラ
ク

タ
ー
の
操
作
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

（
株
）
南
東
北
ク
ボ
タ
様
、
農
事
組
合
法
人
し
も

が
わ
の
本
間
誠
さ
ん
、
農
業
委
員
２
名
が
講
師
と

な
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
操
作
方
法
、
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
の
着
脱
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た

後
、
研
修
生
が
ト
ラ
ク
タ
ー
の
実
地
運
転
を
行
い

ま
し
た
。

　

研
修
生
か
ら
は
、
基
本
的
な
技
術
や
操
作
の
手

順
、
ま
た
、
安
全
・
確
実
な
農
作
業
の
コ
ツ
を
つ

か
む
た
め
に
意
欲
的
な
質
問
が
相
次
ぎ
、
我
々
も

し
っ
か
り
と
し
た
指
導
を
行
い
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
様
な
講
習
を
通
し
て
、
農
業
委
員

会
は
も
と
よ
り
、
地
区
全
体
で
将
来
の
担
い
手
の

応
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
小
林
節
径
推
進
委
員
︶

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
）
を
経
由
し
た
「
農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計

画
」
に
よ
る
手
法
（
農
地
中
間
管
理
事
業
等
）
ま
た
は
、

農
地
法
３
条
に
基
づ
き
農
業
委
員

会
の
許
可
を
受
け
る
手
法
の
い
ず

れ
か
で
、
利
用
権
の
設

定
及
び
所
有
権
の
移
転

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
す
で
に
設
定

さ
れ
た
利
用
権
は
、
契

約
期
間
満
了
日
ま
で
有

効
で
す
。

　

佐
藤
治
久
委
員
（
鶴
岡
／
下

小
中
）の
辞
任
に
と
も
な
い
、農

業
委
員
の
公
募
を
行
っ
た
結
果
、

市
議
会
９
月
定
例
会
で
の
承
認

を
得
て
鈴
木
敏
徳
委
員
（
鶴
岡

／
中
京
田
）
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
11
月
25
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

農業委員（西部農地部会）

鈴木　敏徳
（鶴岡／中京田）

すずき　　としのり

新農業委員を
ご紹介します
新農業委員を
ご紹介します
新農業委員を
ご紹介します

農
地
の
貸
借
・

売
買
の
仕
組
み
が

変
わ
り
ま
す

❶農地法第３条

❷農業経営基盤強化促進法

❸農地中間管理事業

❶農地法第３条

❸農地中間管理事業
※地域計画に基づく
　利用権設定等を一本化

令和７年３月 31日まで 令和７年４月１日以降

継続

一本化

おしら
せ

令和
７年度
より
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全
17
棟
あ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
う
ち
の
２
棟
は
、
千
佳
さ
ん
ご

夫
婦
が
就
農
し
た
後
に
増
設
し
た

そ
う
。「
も
し
将
来
、
子
ど
も
か
ら

農
業
を
や
る
っ
て
言
わ
れ
た
時
に

『
い
い
よ
』
っ
て
言
え
る
よ
う
に
し

て
お
き
た
い
ん
で
す｣

と
は
に
か
む

千
佳
さ
ん
。
先
に
先
に
、
と
準
備

す
る
彼
女
の
性
格
は
、
こ
こ
に
も

現
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
き
び
き

び
と
働
く
千
佳
さ
ん
の
隣
に
若
い

農
業
者
が
並
ん
で
い
る
―
―
―
、

そ
ん
な
未
来
が
瞼
の
中
に
浮
か
び

ま
し
た
。

︵
松
本
典
子
農
業
委
員
︶

　

砂
丘
地
の
広
が
る
西
郷
地
区
で
、

メ
ロ
ン
を
中
心
に
園
芸
作
物
を
育

て
て
い
る
佐
藤
千
佳
さ
ん
。
元
々

は
市
内
の
企
業
に
勤
め
て
い
ま
し

た
が
、
お
子
さ
ん
の
妊
娠
を
期
に

退
職
。
10
年
ほ
ど
は
子
育
て
の
傍

ら
で
両
親
の
農
業
を
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
が
、
末
の
お
子
さ
ん
が
小

学
校
に
上
が
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に

夫
と
２
人
で
就
農
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
ハ
ウ
ス
栽
培
の
メ
ロ
ン

が
70
ａ
、
露
地
が
60
ａ
。
加
え
て

子
育
て
を
経
て

　
　
　
農
業
の
道
へ

規
模
拡
大
で
目
指
す

　
　
　「
継
げ
る
農
業
」

母
の
勧
め
で

　
農
業
者
年
金
に
加
入

農 業 者

年 金

加入して
います

鶴岡　西郷　

佐藤　千佳さん（44歳）

佐藤　　仁さん（49歳）

　昨年は地震や自然災害で大変な年だっ
た。高温で野菜が高騰し他の食品も値上
げラッシュで家計が悲鳴を上げている。
　また、米騒動で県内でも一時店から米
が消えた。農家は米の値
段がアップして喜んでいる
が、今年も高価格で推移
するよう期待している。
（齋藤万里子推進委員）　

あ と が き

バックナンバーは
こちらから

おいしそうなミニトマトが
実りました！

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
30
ａ
と
、
ほ
う
れ

ん
草
を
40
ａ
栽
培
し
て
い
ま
す
。

「
作
付
面
積
は
聞
か
れ
る
と
思
っ
た

の
で
」
と
前
も
っ
て
用
意
し
て
い

た
可
愛
ら
し
い
メ
モ
を
手
渡
し
て

く
だ
さ
る
千
佳
さ
ん
か
ら
は
細
や

か
な
性
格
が
窺
え
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
は
お
母

様
か
ら
聞
き
、
農
協
に
問
い
合
わ

せ
て
詳
細
を
知
っ
た
そ
う
。
老
後

の
ゆ
と
り
に
と
７
年
前
に
夫
の
仁

さ
ん
と
揃
っ
て
加
入
し
ま
し
た
。

保
険
料
が
家
族
の
分
も
全
額
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
る
点
と
、

自
分
が
掛
け
た
分
は
全
額
戻
っ
て

く
る
た
め
、
積
み
立
て
感
覚
で
で

き
る
点
が
魅
力
だ
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
女
性
な
ら
、
保
険

料
の
国
庫
補
助
を
受
け
ら
れ
る
政

策
支
援
で
の
加
入
も
良
い
選
択
肢

と
な
り
ま
す
。

女性農業者のみなさんへ

※加入には一定の要件を満たす必要が
　あります。
※詳細はお近くの JA各支所、
　または農業委員会・各分室まで !!

農業者年金に加入しませんか？農業者年金に加入しませんか？農業者年金に加入しませんか？

「終身年金」で
長い老後生活を
サポート

加入・脱退は
任意

税制面で
大きな
優遇措置〇

笑顔が素敵なお二人笑顔が素敵なお二人笑顔が素敵なお二人


